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１　服装 に関しては世界各国いずれも一様 に現代服が

使 用されている現 伏であるが，いまだに各国個有 の民族

衣裳はその日常生活に残されている。伝統 の上 に育 った

民 族衣裳を研究す るこ とは，そ の国を理解 する一端 とな

り，又，現代月艮を デザインす る 上の 着想の 一助因 とな

る。この民族衣裳についての資料を収m し種々の観点か

ら考察した。

２　昭和32 年 ９月よ り昭和33 年10 月 まで 欧米各国

に滞 在現地に於 て調査した。オランダではアムステルダ

ム，及びその近郊殊 にゾイデル海 の小島Marken,  Ve-

llendam の２個所について実地調査をし， その他 の地

方については各地出身 の婦人 達か ら実地の説明を 聞き博

物館をも利用した。

３　同じオランダでも地方 によって全くデザインが異

るこ とを知った。

殊にMarken,  Vollendam では日ﾚ常生活にすべての

人が民族衣裳を用いており，種々の興味あ る資料を得る

ことが出来た。


